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兵庫県 省エネビル化事業
（省エネチューニング）について

兵庫県農政環境部環境創造局環境政策課 中塚 陽子

H26.9.24低炭素塾
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第４次兵庫県環境基本計画（Ｈ２６.３策定）

施策分野の課題と展開方向
▼

目指すべき将来像
▼

地域力で創る環境先導社会“豊かで美しいひょうご”の実現

2

aki
タイプライターテキスト
資料２

aki
長方形

kmri29
長方形



2014/9/19

2

第３次兵庫県地球温暖化防止推進計画（Ｈ２６.３策定）

温室効果ガス排出量の削減目標

2020年度に温室効果ガス排出量を2005年度比で６％削減する（1990年度比３％削減）
（電力排出係数は、直近の2012年度の値に設定）
注）国の地球温暖化対策計画が示され、対策が大幅に見直された場合、 本計画も見直す。

各部門での対策

産業部門・民生業務部門
 排出抑制計画の策定・措置結果(排出実績)の報告
 温暖化アセス制度
 CO2削減協力事業

民生家庭部門
 「うちエコ診断」の推進
 兵庫県地球温暖化防止活動推進員による普及啓発活動
 関西スタイルのエコポイント事業の推進

運輸部門
 アイドリングストップなどエコドライブの推進
 低公害車（電気、ハイブリッド、天然ガス等）の導入促進
 次世代自動車普及のための充電インフラ及び水素ステーションの整備促進（県内網羅的に設置）

産業

64.2%

民生(業務)

5.8%

民生(家庭)
11.7%

運輸

11.7%

その他

6.7%

県の部門別温室効果ガス排出量（2011年度）
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環境率先行動計画
～ひょうご・エコアクション・プログラム～

【趣 旨】自らが大規模な消費者・事業者として、率先して環境負荷低減に取り組

むとともに、県民・事業者等の自主的な取組と行動を促す。地方公共団

体実行計画（事務事業編）の役割を兼ねる。

【計画期間】平成２３～２７年度

【目 標】大きく４つの数値目標

【取組内容】（１）環境にやさしいオフィス活動の推進

（２）県有建物の建築、維持管理、運用等に当たっての環境配慮

（３）公共工事に当たっての環境への配慮

項 目
目 標

（H27年度にH21年度比）

温室効果ガス排出量 ▲６．８％以上

ごみ排出量 ▲１０％以上

コピー用紙使用量 ▲１０％以上

水使用量 増加させない

環境率先行動計画ステップ４
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平成３２年度に、平成２年度比
▲２５％達成に必要な削減量
の１／２

【考え方】

【主な取組】
・省エネ化改修
・省エネチューニング
・職員の省エネ行動

kmri29
長方形



2014/9/19

3

兵庫県の温室効果ガス削減の状況
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１５年間で
約１６％の削減

平成１０年度に環境率先行動計画を定めてからの取組による削減

省エネビル化事業

環境率先行動計画で定める温室効果ガス排出量削減目標の達成、並びに節電

対策の強化を図るため、県施設の設備の運転方法をその使用状況に応じて最適

な設定に見直すこと（省エネチューニング）により、効果的な温室効果ガス排出量

等の削減を図る。

（１）内容

省エネお助け隊（管財課・設備課・教育委員会財務課・環境政策課職員で構成）

が、各施設の図面調査及びウォークスルー診断を実施し、空調設備等の省エネ

チューニングプランを作成。チューニングプランに基づく設備の運用管理を支援す

る（初回チューニングの実施）。

（２）対象施設

県施設のうち、原則として空調方式について中央制御方式を採用し、かつ延床

面積が２，０００㎡以上の施設（全５８施設）。

（３）実施計画

環境率先行動計画ステップ４の計画期間５年間で実施。

事業趣旨

事業概要
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（１）事前調査（時期５月～６月）

対象施設の概況を把握することを目的に

・対象施設の電気図面・機械図面及びエネルギーデータ等の資料確認

・現地調査、施設管理者へのヒアリング を実施。

（２）ウォークスルー診断（７月～８月）

空調等設備の運転状況の確認を目的に実施。

訪問結果をもとに、「省エネチューニングプラン報告書」を作成。

（３）初回チューニング設定（１月～２月）

「省エネチューニングプラン報告書」をもとに、チューニングの実施。

省エネビル化事業

事業の流れ
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省エネビル化事業

◆冷温水発生機の設定温度の変更

冷温水の設定温度見直しにより、熱源負荷の軽減を図る。

例：冷水出口設定温度７℃→１０℃、温水出口設定温度６０℃→５０℃

◆冷温水ポンプの流量の変更

冷温水機で作られる冷温水を空調機やファンコイルに循環させる冷温水ポンプの

流量を、施設の利用状況に応じた適切な流量に調整することで、ポンプの搬送動

力の削減を図る。

◆機械室・電気室の換気ファンの起動設定温度の変更

換気ファンの起動設定温度を機器に影響のない範囲で変更することで、年間の

稼働時間を減らし、電力使用量の削減を図る。

例：３０℃で起動→３２℃で起動

チューニング提案例
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省エネビル化事業

◆照明の間引き・外灯点灯時間の見直し

安全上・執務環境上必要な照度は確保した上で、廊下やエレベーター内、ロッ

カーの上などの照明を間引くこと、外灯点灯時間を見直すことにより、電力使用量

の削減を図る。

◆トイレの人感センサー付き照明の動作保持時間の変更

動作保持時間を短縮することで、電力使用量の削減を図る。

※動作保持時間：人の不検出から照明を切るまでの照明点灯保持時間

チューニング提案例

人感センサー
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省エネビル化事業

・エネルギー使用状況と分析（過去３年分）

報告書
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省エネビル化事業

・提案総括表（提案内容のエネルギー削減量、ＣＯ２削減量、光熱水費削減額 等）

報告書
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省エネビル化事業

・提案リスト（個別提案ごとの内容とチューニング方法詳細）

報告書
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省エネビル化事業

※削減見込みは、熱量換算による削減率

地方庁舎での提案による削減効果例 （光熱費年間▲３３万円）

事業効果

実施年 実施施設数
提案による
削減見込

Ｈ２３年度 ２０施設 平均▲２．８％

Ｈ２４年度 １０施設 平均▲０．９％

Ｈ２５年度 １１施設 平均▲０．７％

Ｎｏ 提案項目 削減効果（年間）

１ 冷温水ポンプの流量変更 電気８０３ｋＷｈ

２ 空調機送風量の変更 電気８４２ｋＷｈ

３ 空調機送風温度の変更（冷房） 灯油１，０６２Ｌ

４ 空調機送風温度の変更（暖房） 灯油２，０１６Ｌ

５ 事務室照明の減灯 電気１，５２９ｋＷｈ

６ エレベーター内照明の間引き 電気１ｋＷｈ
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省エネビル化事業

・ＨＰでの事業紹介、チューニングメニューの紹介

・職員共有掲示板で、各県施設の省エネにつながる改善参考事例の紹介

展 開

14

kmri29
長方形



2014/9/19

8

ご清聴ありがとうございました。
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